
いばらき地域適合型木造住宅コンペ   

よくある質問（Ｑ＆Ａ） 

 

Q1. どのような人（会社）が応募できますか？ 

A. 

茨城県内に主たる事務所を有する工事施工者（工務店）または設計事務所が応募できます。 

 

Q2. 工務店だけでも応募できますか？ 

A. 

はい、工務店単独での応募が可能です。 

自社設計の場合は、応募申請書で「自社設計」にチェックするだけで応募できます。 

 

Q3. 設計事務所だけで応募できますか？ 

A. 

はい、可能です。 

ただし、施工した工事施工者は茨城県内事業者である必要があります。 

 

Q4. 県外の設計事務所や工務店は応募できますか？ 

A. 

できません。 

本コンペは、県内事業者の取組を顕彰することを目的としています。 

 

Q5. 応募できる住宅の種類に制限はありますか？ 

A. 

一戸建ての住宅が対象です。 

店舗や事務所等との併用住宅についても応募可能です。 

 

Q6. 複数の住宅を応募してもいいですか？ 

A.  

はい、複数応募可能です。 

住宅ごとに応募申請書を作成してください。 

 

Q7. 応募した作品は必ず賞をもらえますか？ 

A. 

部門によって異なります。 

 コスト配慮部門は、要件を満たすすべての作品が表彰対象です 

 その他の部門は、審査により受賞作品を選定します 

 

 



Q8. 受賞しなかった場合は公開されませんか？ 

A. 

応募された住宅は、受賞の有無にかかわらず、応募者の同意を得たうえで作品集等に紹介される予

定です。 

 

Q9. 応募時に会社名や連絡先は審査員に見られますか？ 

A. 

審査時には、設計者・施工者の名称や連絡先を伏せた状態で審査を行います。 

公平性を確保するための措置です。 

 

Q10. 会社名や連絡先は、どこに掲載されますか？ 

A. 

コンペ終了後に作成する作品集や広報物に掲載される予定です。 

 

Q11. 応募にあたって、長い説明文や専門資料は必要ですか？ 

A. 

いいえ。 

応募申請書はチェック項目中心で、 

文章記載は任意記載の「住まいの特徴（100～200文字）程度以下」のみです。 

 

Q12. 建築主（施主）の承諾は必要ですか？ 

A. 

はい、必要です。 

応募申請書で「承諾を得ている」ことを確認します。 

 

Q13. リフォーム部門の「地域材を構造材全数量の 50%以上使用」とはリフォームに使用した部材に対

する割合ですか？ 

A. 

はい、リフォームに使用した部材における地域材使用率が 50%以上で対象になります。 

 

Q14. 若手チャレンジ部門の「若手」とは何歳までですか？ 

A. 

令和８年４月１日時点で、 

以下のいずれかに該当する設計担当者が主担当として関与している場合に応募できます。 

 40 歳以下 

 独立後 10年以内 

 

 



Q15. 若手チャレンジ部門は、若手だけで設計していないと応募できませんか？ 

A. 

いいえ。 

ベテランのサポートがあっても問題ありません。 

主担当として関与していることが要件です。 

 

Q16. コスト配慮部門の応募条件を教えてください。 

A. 

 坪単価 80万円以下（外構工事除く） 

 住宅の性能について、指定された制度のいずれか 1つ以上に該当 

が条件です。（住宅の性能については、Q17 を参照） 

 

Q17. コスト配慮部門では、どのような性能が求められますか？ 

A. 

以下のいずれかに該当していれば応募できます（複数可）。 

 長期優良住宅 

 低炭素建築物 

 ZEH（Nearly ZEH 等を含む） 

 建設住宅性能評価書 

 BELS 評価書 

 フラット 35S 対応住宅 

性能の優劣を競うものではありません。 

 

Q18. ビジュアル特化部門とはどのような部門ですか？ 

A. 

外観や内観、空間構成、素材の見せ方など、 

視覚的な魅力やコンセプトの伝わりやすさを重視する部門で、受賞作品はイベント会場での一般公

開による県民投票により決定する部門です。 

 

Q19. ビジュアル特化部門では、性能やコストの要件はありますか？ 

A. 

ZEH や長期優良住宅、坪単価などの要件はありません。 

基本的な応募要件（県内事業者、地域材使用等）を満たしていれば写真１枚から応募できます。 

 

Q20. ビジュアル特化部門は、派手なデザインでないと不利ですか？ 

A. 

いいえ。 

日常の暮らしの中での美しさや、素材の使い方、空間のまとまりなど、 

等身大の魅力も評価対象です。 

 



Q21. ビジュアル特化部門では、写真の撮影方法に決まりはありますか？ 

A. 

プロカメラマンによる撮影である必要はありません。 

スマートフォン等で撮影した写真でも、住宅の特徴が分かれば問題ありません。 


